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子どもたちの教育目標ですが、私たち職員も生き生きとし、にこにこしながら子ども

たらにかかわっていきたいと思います。名張市内どこからでも通える学校（特認校）と

して、国津のよさを教育として子どもたらに提供することが使命です。がんばります。

ていきたい。そのためにも、保健者の方々と教職員が分かり合い、なんでも相談で

関係になることだと患います。遠慮なく声を届けてください。お願いします。

平成21年度スタッフ紹介
校　　長　　雪岡　正明　　教　　頭　　宮崎　寿喜子

1年担任　　松村　基子　　2年担任　　岩崎　　学

3・4年担任　福虞　真土　　5・6年担任　森川　郁代

養　　護　　竹岡　　泉　　事　　務　　波当根　隆司

調　　理　　芝田　節子　　校　　務　　山中　ふさ子

（育児休業　教諭　村田瑞帆・養護教諭　布生裕子）

学校医　　　加藤　正彦　　学校歯科医　松本　博司

学校薬剤師　赤井　佐和子

学校評議員　薮井　喜巳様（神屋）北畑　維久子様（布生）

世古口　緑様（国津園）福田　尚子様（つつじ）

【学年別児童数】

学 年 1 2 3 4 5 6 合 計

男 3 7 3 3 2 2
l　 2 0

女 7 2 2 2 2 4 1 9

計 1 0 9　 ■ 5 5 4 6 3　9

学 級 人 数 1 0 9 1 0 1 0 3　9

【地域別児童数】
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男 1 0 0 0 0 0 1 9 2 3 1 1 2 0 2 0

女 1 2 0 1 1 1 1 6 0 3 、0 1 1 1 1 9

計 2 2 0 1 1 1 2 1 5 2 6 1 2 3 1 3 9
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・進んで取り組む子　　　　　 ・伸よくできる子　　　　　 ・素 直で明るい子

∧（自主性、積極性、実行力） （思いや り、協力、信頼、人権尊重）　 （明朗、誠実、健康）

＜重点目標＞

経　　　営

◎児童・教職員・保護者、相互の心

のふれあいを深め、明るく生き生

きとした温かく楽しい学校経

営・学級経営に努める。その結果、

十十∴㌦護署が弓廿∴∵十十十トと

川掛目とつ74　　　　　号え

・ミ　糾う堅，に7㌧　　　　ノ吊的ざ

◎地域・家庭との連携を深め、特認

校として特色の運上慧∵斗十∴ヾ　り

をい・／－）そう推進し、ノ叛　巨巨石狙

′互を人に紹介したい　　　　1る

tJ言う人んり告打合が　甘い㌦1本㍉幻ざ

上，その方策として地域の教育力

を毎学期学年に応じて活用し、地

域の「ひと・もの・こと」を生か

した、特色ある教育活動を創造す

る。

指　　　導

◎平成20年度に実施した児童・

保護者アンケートの結果、「悩

みや相談に親身に対応する」こ

と、「わかる授業を創造する」

ことが弱みとなっている七、どの

学級でも　80％の満足度をめざ

す√）そのための具体的な手立て

として

・一人ひとりの職員が、複式授業

についての研修を先進校に学

びながら工夫し、教材研究を深

めるとともに、校内での授業研

究を活発にする。

・子ども一人ひとりを見つめ、主

観に頼らず、肯定的に受け止め

ることを基本に、保護者と協働

して、子どものために必要なこ

とを相互交流する。

地域の「ひ仁・もの・こと」を活かし、少人数ならで捗の教育を基本

に、本棟の指導の種を〇、昨年席末の漣題に対す香取冊組みを■

とし手書。

0－人ひと叫を生かす揮業・わかる授業に零助手す。

・個に応じて普段の授業、複式の授業をきめ細やかな指導

により進めます。

・水曜日　5時間目「いきいきタイム」で、算数の弱点克

服、発展学習を、個々の課題に応じて取り組みます。

◎読書の時間を大切にし手書。

・ひき続き、火木に朝の読書の時間を位置つけます。

0主体性を育てる活動の充実を周りさす。

・複式授業の中で、自分たらで自立的に学習できる力を育

成します。

・地域の素材を活かした学習や児童会活動、学校行事で主

体性を培っていき、修学旅行やキャンプが子どもたらの

力を発揮する場とします。

0コミュニケーションカを育成しさす。

・ライフスキル学習に系統的、継続的に取り組みます。

・学級集団つくりを更に大切にしていきます。

■教師と保護者の意思疎通をさらに大切にしさす。

・お会いしたときには与まで以上に積極的に子どもの様子

を伝え、家庭での様子も聞かせていただき、連携を強く

します。

・「子ども・保護者アンケート」を元に、取り組みの改善に

つなげます。

t子ともの心を深くつかれ親身砂対応に腎助手す。

・全職員で一人ひとりの子どもの心をつかみ、安心できる

学校づくりを進めます。
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